
は
じ
め
に

　
昭
和
の
富
山
県
を
代
表
す
る
二
人
の
文
化
人
、翁お
き
な

久き
ゅ
う

允い
ん（
一
八
八
八

〜
一
九
七
三
）
と
川
崎
順
二
（
一
八
九
八
〜
一
九
七
一
）
の
書
簡
が
、

現
時
点
で
八
十
七
一
通
確
認
さ
れ
て
い
る
。
翁
か
ら
川
崎
あ
て
の
も

の
は
六
十
三
通
で
旧
川
崎
順
二
邸
跡
の
「
お
わ
ら
資
料
館
」二
に
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、
川
崎
か
ら
翁
あ
て
の
も
の
は
高
志
の
国
文
学
館
三

が
翁
の
旧
蔵
資
料
の
目
録
作
成
の
た
め
保
管
し
調
査
し
て
い
る
。
手

紙
の
や
り
と
り
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で
の
三
十
七

年
間
に
亘
り
、「
高こ

し志
人び
と

」
は
創
刊
の
一
九
三
六
年
か
ら
川
崎
が
逝

去
す
る
ま
で
届
け
ら
れ
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
誌
面
の
限
り
が
あ
り
、
お
わ
ら
保
存
会
創
立
の

一
九
二
九
年
か
ら
郷
土
研
究
誌
「
高
志
人
」
創
刊
の
三
五
年
九
月
ま

で
の
書
簡
に
翁
の
日
記
な
ど
を
加
え
、
註
釈
を
添
え
て
翻
刻
す
る
。

表
記
に
つ
い
て

　
本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
原
本
の
記
載
、
形
式
を
で
き
る
限
り
再

現
し
た
。
表
記
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

翁
久
允
と
川
崎
順
二

　
　
︱
︱
「
高
志
人
」
創
刊
ま
で
の
往
復
書
簡

須
　
田
　
　
　
満

一　
漢
字
は
、
旧
字
体
の
も
の
も
含
め
て
、
フ
ォ
ン
ト
の
可
能
な
限

り
原
本
記
載
の
通
り
表
記
す
る
。

二　
変
体
が
な
・
合
字
で
難
読
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
振
り
仮
名
を

付
し
た
。

三　
か
な
遣
い
、
送
り
が
な
、
拗
音
・
促
音
の
表
記
は
原
本
記
載
の

通
り
と
す
る
。
た
だ
し
濁
点
が
な
く
難
読
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

は
濁
点
を
補
う
。

四　
お
ど
り
字
は
、
原
本
記
載
の
通
り
と
す
る
。

五　
振
り
が
な
・
傍
点
・
傍
線
は
原
本
記
載
の
通
り
と
す
る
。 

六　
補
い
う
る
脱
字
並
び
に
空
白
箇
所
、
補
足
事
項
は［　
］で
補
う
。

ま
た
、
単
純
な
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、マ
マ

　

 

を
附
す
。 

七　
筆
者
に
は
判
読
不
能
な
文
字
は
、
□
と
す
る
。

（
書
簡
中
に
は
、
今
日
の
人
権
意
識
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
表
現

が
み
ら
れ
る
が
、
時
代
背
景
や
記
録
の
性
質
、
お
よ
び
両
著
者
が

他
界
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
、原
本
通
り
の
記
載
と
す
る
。）

一
九
二
九
年
八
月
二
十
一
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
四

　
翁
の
「
週
刊
朝
日
」
編
集
時
代
に
川
崎
の
招
待
で
一
九
二
九
年
八

月
十
一
日
に
漫
画
家
・
麻
生
豊
（
一
八
九
八
〜
一
九
六
一
）、
洋
画

家
・
水
木
伸
一
（
一
八
九
二
〜
一
九
八
八
）、
民
謡
詩
人
・
藤
田
健

次
（
一
八
九
一
〜
一
九
六
七
）
と
一
緒
に
お
わ
ら
保
存
会
の
設
立
総

会
に
出
席
し
た
後
帰
京
し
て
出
状
し
た
。

拜
啓

　
酷
暑
尚
ほ
さ
り
申
さ
ず
、
今
度
は
非
常
な
御
迷
惑
を
か
け
ま

し
た　
小
原
節
も
見
せ
て
頂
い
た
皆
々
大
喜
び
で
し
た
、
小
生

は
十
九
日
に
滑
川
を
出
發
し
て
二
十
日
に
歸
京
致
し
ま
し
た
、

可か

な
里り

疲
れ
て
ゐ
ま
す

こ
れ
を
機
會
に
何
卒
こ
れ
か
ら
も
御
懇
意
に
御
願
致
し
ま
す
、

何
か
東
京
に
御
用
が
御
座
い
ま
し
た
ら
御
遠
慮
な
く
御
申
越
下

さ
い
ま
せ

皆
々
樣
に
よ
ろ
し
く
、
橋
爪
町
長
五
に
御
逢
ひ
の
節
は
何
卒
よ

ろ
し
く
御
傳
へ
御
願
申
上
候

早
々

　
　
八
月
二
十
一
日�

不
備

　
　
　
　
川
崎
順
二
樣

一
九
三
〇
年
一
月
二
十
三
日　
川
崎
順
二
発　
翁
久
允
受
六　

　
上
新
川
郡
高
野
村
（
現
・
中
新
川
郡
立
山
町
）
出
身
の
藤
田
健
次

が
編
集
す
る
「
民
謡
音
楽
」
の
一
九
三
〇
年
一
月
号
に
翁
の
「
小
原

節
雑
詠
」七
が
掲
載
さ
れ
た
。
越
中
弁
を
駆
使
し
た
歌
詞
で
、
同
月

十
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
世
界
音
楽
全
集 

第
13
巻 

日
本
民
謡
曲
集
』八

に
も
小
松
平
五
郎
（
一
八
九
六
〜
一
九
五
三
）
の
作
譜
と
と
も
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

黑
部
西
瓜
は

甘
く
て
赤
い
、 

あ
か
ぬ
お
前
に 

　
オ
ハ
ラ
、
く
ろ
い　
た
ね
、

ア
ン
ネ
稻
刈
る
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ア
ン
マ
が
か
つ
ぐ
、 

ア
ン
ボ
柿
食
ふ
て

　
オ
ハ
ラ
、
穗
を
拾
ふ
。 

ア
ン
ネ
來
た
か
よ 

花
も
つ
て
來
た
か
、 

早
も
お
と
さ
の  

　
オ
ハ
ラ
、
三
年
忌
。 

（
註
）
ア
ン
ネ
は
娘
の
事
、
ア
ン
マ
は
兄
の
事
、
ア
ン
ボ
は

十
五
六
才
頃
の
總
領
息
子
を
云
ふ
。

　
翁
の
ユ
ニ
ー
ク
な
お
わ
ら
歌
詞
を
見
た
川
崎
は
筆
を
執
っ
た
。

　
拝
啓　
新
春
、
御
変
り
も
無こ
れ
な
く之

候そ
う
ろ
うや

御
伺
申
上
候
「
民
謠
と

音
樂
」
誌
上
の
先
生
御
作
種
々
拜
見
仕
り
候
ま
こ
と
に
羨
望
に

耐
へ
ず
候
た
ま
く
保
存
会
お
わ
ら
歌
謠
詞
第
二
版
の
は
こ
び

に
候　
是
非
と
も
投
入
致
し
度
く
候　
當
会
へ
御
惠
与
賜
ら
ば

誠
に
幸
甚
の
至
に
存
じ
候 

別
紙
御
送
附
申
上
候
故　
御
迷
惑

な
が
ら
御
淨
書
願
上
候　

御
頼
り
待
居
り
候�
早
々
不
一

　
一
月
廿
三
日�

川
崎
生

翁
先
生

　
　
　
　
　
玉
案
下

御
來
富
之
節
は
御
立
依
り
願
上
候

一
九
三
〇
年
二
月
十
二
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
九

　
前
年
十
二
月
二
十
九
日
に
父
・
源げ
ん
指し

を
亡
く
し
た
翁
は
、
帰
京
し

て
し
ば
ら
く
経
っ
て
返
信
し
た
。

拜
啓　

益
々
御
淸
榮
奉つ
か

賀ま
つ
り

仕そ
う
ろ
う候 

陳の
ぶ
れ
ば者

小
生
の
父
昨
年
末
永
眠
致
候
爲
葬
式
や
ら
法
要
な
ら
に
て

歸
郷
中
の
と
こ
ろ
貴
下
の
御
手
紙
及
御
送
里り

も
の
等
は
両
三
日

前
歸
京
志し

て
拜
見
致
せ
志し

次
第
に
て
候　
民
謠
音
樂
に
、
発
表

さ
れ
し
も
の
は
昨
年
度
北
陸
タ
イ
ム
ス
一
〇
の
求
め
に
応
し
て

座
興
的
に
つ
く
つ
た
も
の
を
轉
載
致
し
た
も
の
に
有こ
れ
あ
り之

小
生
と

し
て
は
余あ
ま
里り

自
信
も
な
い
も
の
で
あ
ん
な
こ
と
に
な
つ
た
の
と

寧
ろ
内
心
恥
ぢ
て
お
る
次
第
に
て
候　

つ
い
て
は
近
々
中
に

二
三
つ
く
つ
て
み
る
氣
に
て
候
へ
ば
そ
の
折
の
も
の
を
書
い
て

さ
志し

あ
げ
度た
く
ぞ
ん
じ
そ
う
ろ
う
あ
い
だ

存
候
間　
何
卒
そ
れ
ま
で
御
滿ま

ち
下
さ
れ
度た
く

候　

御
上
京
の
折
も
有こ
れ
あ
り
そ
ち

之
候
へ
ば
御お

た
ち
よ
里り

被く
だ
さ
れ
た
く

下
度
重
ね
が
さ
ね

も
昨
夏
御
厄
介
に
相
成
し
こ
と
と
御
禮
申
上
候　

　
右
は
お
く
れ
な
が
ら
一
筆
御
返
事
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
　々
不
備

  

二
月
十
二
日

�

翁
久
允

川
崎
順
二
樣

一
九
三
四
年
一
月
一
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
一
一

　

一
九
三
一
年
に
朝
日
新
聞
社
を
退
社
し
再
渡
米
し
、
帰
国
後

一
九
三
二
年
か
ら
三
三
年
に
イ
ン
ド
旅
行
し
た
翁
は
、
翌
年
川
崎
を

含
め
た
知
人
や
友
人
に
年
賀
状
を
送
っ
た
。

賀
正 

昭
和
五［
一
九
三
〇
］年
の
新
春
に
は
、
父
の
葬
儀
を
營
み
、
六

年
は
一
周
忌
、
い
づ
れ
も
故
山
の
雪
に
埋
も
れ
て
憂
欝
な
春
を

迎
へ
、
七
年
は
ア
メ
リ
カ
に
、
八
年
は
印
度
に
渡
る
南
洋
碧
海

の
上
に
。
全
く
文
字
通
り
、
南
船
北
馬
の
四
年
で
し
た
が
、
こ

の
春
は
、
ど
う
や
ら
自
分
の
家
に
お
ち
つ
い
て
お
れ
さ
う
で
あ

り
ま
す
。
し
た
が
つ
て
、
お
ち
つ
い
た
氣
も
ち
で
、
お
目
出
度

う
御
座
い
ま
す
と
申
上
げ
ら
れ
ま
す
。私
に
と
つ
て
、あ
わ
た
ゞ

し
か
り
し
過
去
の
四
年
は
、
何
か
に
つ
け
て
御
無
禮
も
多
か
つ

た
や
う
に
思
ひ
ま
す
。
こ
の
際
そ
れ
ら
の
總す
べ

て
を
一
丸
め
に
し

て
お
詫
び
致
し
ま
す
。 

　
　
　
榮
光
よ
、 

貴
家
の
上
に
あ
れ

昭
和
九
年
元
旦 

東
京
市
荏
原
區
中
延
町
五
八
一
二 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁　
久
允

一
九
三
五
年
七
月
十
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
一
三

　

翁
は
、
東
京
汽
船
会
社
専
務
で
滞
米
時
代
の
友
人
の
林
甚
之

丞
（
一
八
八
四
〜
一
九
六
〇
）
と
読
売
新
聞
社
の
正
力
松
太
郎

（
一
八
八
五
〜
一
九
六
九
）
の
依
頼
に
よ
り
、
両
社
が
提
携
し
て
伊

豆
大
島
の
宣
伝
を
す
る
た
め
三
原
山
の
役え
ん
の
ぎ
ょ
う行

者じ
ゃ
く
つ窟

の
紹
介
に
協
力
し

た
。
大
島
一
巡
の
後
、
役
行
者
の
道
場
だ
っ
た
大お
お
み
ね
ざ
ん

峰
山
の
研
究
の
た

め
、
山
伏
姿
で
三
週
間
の
大
峰
修
行
を
し
、
吉
野
か
ら
熊
野
ま
で
歩

行
で
突
破
し
た
。
帰
京
し
て
、
二
年
前
の
イ
ン
ド
仏
跡
巡
礼
と
中
国

か
ら
朝
鮮
を
経
て
日
本
に
来
た
山
岳
仏
教
や
本ほ
ん

地じ

垂す
い

迹じ
ゃ
く

説
の
文
献

を
探
し
始
め
て
い
た
。

オ
ワ
ラ
節
の
声
冴
え
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
「
民
謠
お
わ

ら
」
所
感
有
難
く
拜
見
。
い
つ
も
な
が
ら
鄕
土
藝
術
の
爲
め
に

お
つ
く
し
の
こ
と
、
感
謝
し
て
ゐ
ま
す
。

久
し
く
お
目
に
か
か
ら
な
い
の
で
、
今
一
度
ゆ
つ
く
り
お
目
に

か
ゝ
り
た
い
も
の
だ
と
念
じ
て
ゐ
ま
す
。
近
頃
余
り
歸
国
せ
ぬ

も
の
で
す
か
ら
。
印
度
へ
行
つ
て
佛
蹟
を
廻
つ
て
來
た
の
で
、

そ
の
十
六
ミ
リ
の
活
動
写
眞
も
と
つ
て
來
ま
し
た
が
、
一
度
そ

れ
を
も
つ
て
、
御
地
の
有
士
の
方
々
に
お
見
せ
し
て
、
印
度
佛

蹟
の
お
話
も
し
て
あ
げ
た
ら
と
思
ひ
な
が
ら
、
そ
の
ま
ゝ
に
な

っ
て
ゐ
ま
す
。
最
近
佛
蹟
の
著
書
一
四
も
い
た
し
て
み
ま
し
た
。

い
づ
れ
又
機
會
を
つ
く
つ
て
御
高
姿
に
接
し
た
く
念
じ
て
ゐ
ま

す
　
　
　
　

             			




匆
々

一
九
三
五
年
十
二
月
十
四
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
一
五

　
日
本
の
神
社
仏
閣
の
由
来
や
日
本
史
な
ど
の
研
究
に
熱
中
し
健
康

を
害
し
た
翁
は
、
妻
キ
ヨ
の
兄
が
住
む
高
山
市
へ
ゆ
き
、
五
十
日
間

ば
か
り
保
養
す
る
。
高
山
で
は
、
詩
人
で
郷
土
研
究
家
の
福
田
夕
咲

（
一
八
八
六
〜
一
九
四
八
）
や
小
説
『
受
難
者
』
の
著
者
で
雑
誌
「
ひ

だ
び
と
」
主
幹
の
江
馬
修
（
一
八
八
九
〜
一
九
七
五
）
ら
の
知
遇
を

得
て
、
郷
土
研
究
誌
創
刊
の
意
を
固
め
、
白
川
郷
か
ら
城
端
町
へ
行

こ
う
と
試
み
た
が
、
雪
の
た
め
山
越
え
が
で
き
ず
〈
高
山
線
で
八
尾
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に
た
ど
り
着
い
た
一
六
の
で
あ
つ
た
。
オ
ワ
ラ
の
本
場
で
あ
る
八
尾

で
は
川
崎
順
二
君
、
淸
水
德
義
一
七
君
、
木
村
彥
藏
一
八
君
な
ど
の
歡

迎
を
受
け
て
、
こ
の
地
方
の
民
族
土
俗
的
な
話
に
夜
を
更
す
〔
…
〕

松
本
駒
次
郞
一
九
氏
著
『
八
尾
史
談
』
二
〇
を
手
に
入
れ
た
り
し
〉
二
一
た
。

啓
上

御
地
と
は
な
れ
て
富
山
に
ゆ
く
と
方
々
か
ら
講
演
ぜ
め
に
逢
ひ

前
後
十
回
あ
ま
里り

や
る
と
が
つ
か
里り

致
し
ま
し
た　
郷
土
の
史

料
硏
究
の
企
て
も
致
し
是
非
貴
下
に
お
目
に
か
か
つ
て
い
ろ

く
御
指
導
も
願
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
し
た
が
何
に
致い
た
せ
年
末
も

近
い
事こ
と
ゆ
え故
再
び
歸
つ
て
今
度
ハ
そ
れ
の
み
に
ゆ
つ
く
り
致
さ
う

と
思
ひ
二
ケ
月
あ
ま
り
も
留
守
に
し
て
ゐ
た
東
京
に
昨
朝
歸
つ

て
來
ま
し
た　
年
が
あ
ら
た
ま
つ
た
ら
今
度
ハ
ゆ
つ
く
り
御
地

に
滞
在
し
て
い
ろ
く
参
考
に
な
る
も
の
を
見
せ
て
頂
き
た
い

と
思
つ
て
ゐ
ま
す
、

い
ろ
く
御
厄
介
に
な
り
ま
し
た　
佐
藤
惣
之
助
に
ハ
近
々
中

に
逢
ひ
ま
す　

貴
下
の
こ
と
も
話
す
つ
も
り
で
す
、
長
谷
川

［
伸
］二
二
君
に
も
そ
の
う
ち
逢
ふ
機
會
が
あ
る
と
思
ひ
ま
す

右
ハ
御
禮
か
た
ぐ�
早
々
不
備

　
十
二
月
十
四
日�

翁
久
允

　
川
崎
順
二
大
人

一
九
三
六
年
五
月
一
日　
川
崎
順
二
発　
翁
久
允
受
二
三

　
帰
京
し
た
翁
は
朝
日
新
聞
社
客
員
を
務
め
た
柳
田
國
男
（
一
八
七

五
〜
一
九
六
二
）
に
会
い
、
郷
土
研
究
誌
創
刊
の
意
志
を
告
げ
、
富

山
県
会
議
長
で
漢
詩
人
の
片
口
安
太
郎
（
一
八
七
二
〜
一
九
六
七
）

を
紹
介
さ
れ
、「
高
志
人
」刊
行
準
備
に
入
り
、ま
た
戯
曲『
釈
迦
如
来
』

（
日
本
書
房 

一
九
三
六
）
も
出
版
し
た
。

啓
上　
桜
期
節
も
過
ぎ
申
し
候
御
健
勝
之
赴
き
御
よ
ろ
こ
び
申

上
候

先
日
は
御
作
釋
迦
如
來
御
惠
投
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
拙
生
も

近
頃　
此
方
面
へ
の
心
の
動
き
有こ
れ
あ
り之
何
れ
御
拜
眉
の
節
は
充
分

に
御
敎
導
賜
り
度た

き
存
念
に
候

先
は
御
礼
迠

　
　

�

草
　々
　
　
　

　
五
月
一
日�

川
崎
生

翁
久
允
先
生

　
　
　
侍
史

一
九
三
六
年
八
月
十
三
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
二
四

　
川
崎
の
依
頼
に
よ
り
翁
は
多
く
の
文
人
と
八
尾
町
へ
同
行
す
る
が
、

「
高
志
人
」
創
刊
前
後
の
書
簡
に
は
そ
の
経
緯
が
読
み
取
れ
る
。

　
お
暑
い
こ
と
で
す
。
八
尾
の
お
盆
も
近
い
こ
と
で
す
。
お
忙

し
い
で
し
や
う
。

小
生
の
「
高
志
人
」
の
趣
意
書
二
五
を
お
く
つ
た
筈
で
す
が
つ

い
た
で
し
や
う
か
。
さ
て
、二
十
四
五
日
頃
か
ら
五
六
人
で（
佐

藤
惣
之
助
も
）
佐
渡
へ
ゆ
く
豫
定
で
し
た
が
小
生
都
合
で
ゆ
け

な
く
な
り
ま
し
た
。
佐
藤
君
が
來
た
序つ
い
で
に
（
佐
渡
島
へ
）
八

尾
の
方
へ
廻
す
や
う
に
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
で
し
や
う
。
昨
日

貴
下
の
方
か
ら
話
も
あ
つ
た
か
ら
彼
に
傳
え
て
お
い
た
の
で
す

が
。
も
し
、皆
さ
ん
お
望
み
で
し
た
ら
、こ
ち
ら
話
し
て
も
い
ゝ

で
す
が
。
小
生
同
伴
す
る
つ
も
り
だ
つ
た
が
（
佐
渡
へ
）
い
け

な
い
か
ら
、
月
末
に
佐
渡
か
ら
歸
る
か
ら
丁
度
八
尾
の
お
盆
あ

た
り
に
な
る
の
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
、
さ
う
し
た
ら
何
と
か
貴

町
で
仝
君
中
心
の
催
で
も
し
た
ら
如
何
。
白
鳥
省
吾
二
六
も
一

緒
だ
が
、
場
合
に
依よ

つ
た
ら
來
る
か
も
し
れ
ぬ
。
講
演
會
位
や

つ
た
ら
如
何
で
す
。お
伺
い
ま
で
。い
づ
れ
小
生
も
お
目
に
か
ゝ

り
ま
す
。

一
九
三
六
年
八
月
二
十
一
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
二
七

　
川
崎
順
二
樣�

翁
久
允

    　
　
八
月
二
十
一
日
、

前
畧

高
書
二
八
拜
見
。

　
佐
渡
ゆ
き
は
、

　
渥
美
淸
太
郞
（
劇
作
、
劇
評
家
）［
一
八
九
二
〜
一
九
五
九
］

　
邦
枝
完
二
（
小
說
家
）［
一
八
九
二
〜
一
九
五
六
］

　
佐
藤
惣
之
助
（
詩
人
） ［
一
八
九
〇
〜
一
九
四
二
］

　
福
田
正
夫
（
詩
人
） ［
一
八
九
三
〜
一
九
五
二
］

　
飯
田
九
一
（
画
家
）、［
一
八
九
二
〜
一
九
七
〇
］

　
濱ハ
マ

村
米
藏
（
劇
評
家
、
劇
作
） ［
一
八
九
〇
〜
一
九
七
〇
］

　
室
積
伹
春
（
俳
人
）［
一
八
九
〇
〜
一
九
五
六
］

右
の
一
行
で
す
が
、
富
山
の
方
ま
で
ゆ
け
る
も
の
ハ　
　
　
　

佐
藤
、
福
田
、
飯
田
、
濱
村
、
室
積
の
五
人
の
う
ち
三
四
人
と

な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

（
二
十
八
日
位
に
な
る
ら
し
い
の
で
す
。
い
づ
れ
電
報
で
（
彼

ら
は
二
十
三
日
佐
渡
へ
出
発
）
私
の
と
こ
ろ
へ
し
ら
し
て
來
ま

す
。
一
報
次
第
、貴
下
へ
し
ら
せ
ま
す
、小
生
ハ
二
十
三
富
山
着
。

滞
在
地
は　
中
新
川
郡
舟
橋
村
（
電
話
、
寺
田
局
、
六
番
）二
九
、

彼
ら
ハ
汽
車
中
で
協
議
し
て
私
へ
し
ら
せ
ま
す
。

そ
れ
を
貴
下
へ
し
ら
せ
ま
す
。

木
村
彥
藏
や
淸
水
［
德
義
］
校
長
に
も
傳
へ
て
下
さ
い

費
用
の
點
ハ
そ
ち
ら
で
一
泊
で
き
た
ら
、
そ
の
費
用
に
富
山
か

ら
の
往
復
費
用
位
が
出
た
ら
い
ゝ
の
で
す
が
、
講
演
會
で
も
よ

し
、
又
揮
毫
で
も
や
ら
し
て
、
そ
れ
で
出
來
た
ら
幸
甚
で
す
。

室
積
、
佐
藤
、
福
田
、
な
ど
の
揮
毫
は
い
ゝ
で
す
。

飯
田
の
画
も
い
ゝ
。
い
ず
れ
電
話
で
打
合
せ
ま
す　
　
匆
々

『
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｙ 

高
志
人
社　
昭
和
十
一
年
八
月
』　

　
翁
の
「
高
志
人
」
創
刊
の
時
期
の
日
記
を
引
用
す
る
が
、
書
簡
類

の
裏
付
け
と
な
る
と
と
も
に
、
頻
繁
に
八
尾
町
を
訪
問
し
て
い
る
こ

と
が
判
る
。

昭
和
十
一［
一
九
三
六
］年
八
月
二
十
三
日

高
志
人
創
刊
號
編
輯
の
爲
め
來
富
。

八
月
二
十
八
日
、
柿
澤
村
三
〇
に
て
講
演
會

八
月
三
十
日
、
田
近
正
貞
氏
三
一
と
共
に
金
山
從
革
三
二
氏
訪
問

九
月
二
日
、
山
口
花
笠
三
三
、
前
田
普
羅
三
四
両
氏
と
共
に
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八
尾
町

　
　
　
　
　
川
崎
順
二
氏
方
に
ゆ
く
。
風
の
盆
、

　
　
三
日
、  

八
尾
町
に
て
俳
句
會
（
城
ケ
山
）、

九
月
十
九
日　
土
曜

　
舟
橋
ゆ
き
。

　
○
二
階
に
引
越
す
。
下
の
勘
定
終
る
。
今
月
末
、
來
月
分
拂

九
月
二
十
日
、（
日
）

　
東
水
橋
町
。
石
川
玄
知
三
五
君
訪
問
。
一
泊
、

　
靑
年
諸
氏
と
座
談
會
、

九
月
二
十
一
日
、

　
八
尾
町
、
川
崎
順
二
君
訪
問
。
一
泊
、

　
小
谷
［
契
月
］
三
六
、
林
［
秋
路
］
三
七
、
両
君
、
座
談
會
、

九
月
二
十
二
日　
火
曜

　
午
後
五
時
、
山
田
昌
作
三
八
君
訪
問
、

　
高
志
人
社
、
會
社
組
織
報
告
。

　
高
井
三
郞
三
九
君
と
明
日
［
高
井
］
千
尋
四
〇
君
訪
問
、
相
談
、

九
月
二
十
三
日
、

　
高
井
三
郞
行
末
不
明
。
午
前
十
一
時
千
尋
君
訪
問
。

　
高
志
人
社
、
匿
名
組
合
、
組
織
相
談
。

　
金
山
從
革
氏
來
訪
。

一
九
三
六
年
八
月
二
十
六
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
四
一

啓
上
、

先
達
ハ
電
話
で
失
礼
し
ま
し
た
。
あ
と
か
ら
手
紙
が
來
た
の
で

　
連
中
ハ
來
れ
な
い
ら
し
い
で
す
。
殘
念
で
す
。
そ
れ
で
も
小

生
だ
け
ハ
一
晩
ゆ
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
二
十
八
、九
日
は
講

演
と
硏
究
も
の
が
あ
る
の
で
忙
し
い
で
す
。
御
地
の
御
都
合
の

い
ゝ
日
を
御
一
報
願
へ
れ
ば
光
栄
。
一
日
か
二
日
頃
な
ら
ゆ
き

ま
す
。
木
村
彥
藏
さ
ん
の
方
へ
電
話
で
も
通
ず
る
や
う
で
し
た

ら
、
こ
の
旨
お
傳
へ
願
へ
な
い
も
の
で
し
や
う
か
。「
高
志
人
」

發
行
に
つ
い
て
、
小
原
節
の
方
の
こ
と
も
皆
さ
ん
か
ら
御
援
助

願
へマ
マ

た
い
も
の
で
す
。

一
九
三
六
年
九
月
九
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
四
二

啓
上

先
日
は
御
迷
惑
か
け
ま
し
た　
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん　
御
蔭

樣
で
愉
快
な
一
日
を
お
く
り
ま
し
た
。

八
尾
の
「
お
わ
ら
節
」
は
一
時
衰
微
し
た
が
昭
和
に
な
つ
て

か
ら
川
崎
國
手
が
肝
入
り
で
復
興
運
動
を
お
こ
し
、
今
で
は

越
中
の
一
大
名
物
と
な
つ
て
來
た
。
こ
の
や
う
に
復
興
す
る

特
志
家
が
な
い
爲
め
に
、
あ
た
ら
、
地
方

く
の
名
物
が
衰

微
か
ら
消
滅
し
て
ゆ
く
。
そ
の
地
方
を
守
る
村
長
と
か
町
長

と
か
、
或
は
學
校
に
子
弟
を
あ
づ
か
る
先
生
達
は
、
そ
の
地

方
復
興
運
動
の
精
神
に
甦
つ
て
も
ら
ひ
た
い
も
の
で
あ
る
。四
三

右
は
藤
田
健
次
君
の
寄
稿
「
俗
謡
変
遷
の
推
定
説
」
四
四
の
末

の
余
白
に
か
き
ま
し
た

小
谷
惠
太
郞
［
契
月
］
君
か
ら
は
原
稿
來き
た
ら
ず
次
號
に
期
待
致

し
て
居
り
ま
す　
も
う
二
三
日
中
に
出
來
か
か
る
の
で
す
が
廣

告
方
面
の
こ
と
を
や
つ
て
る
高
井
［
三
郞
］
君
が
今
日
に
な
つ

て
か
ら
一
頁
余
つ
て
來
た
か
ら
川
崎
さ
ん
と
石
川
玄
知
君
に
た

の
ん
で
く
れ
と
申
す
の
で
石
川
君
の
方
へ
も
頼
ん
だ
の
で
す
が

創
刊
を
祝
す
を
一
つ
御
願
致
し
た
い
の
で
す
、
料
五
円
だ
そ
う

で
あ
り
ま
す

右
よ
ろ
し
く
御
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す　
萬
事
拜
眉
の
上

藤
田
君
の
や
つ
て
る
（
東
京
で
）
歌
遥
詩
人
十
月
號
四
五
に
「
風

の
盆
」
の
散
文
を
お
く
り
ま
し
た　
貴
下
の
こ
と
も
書
き
ま
し

た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々

　
　
九
月
九
日�

久
允

　
　
川
崎
先
生

一
九
三
六
年
九
月
十
四
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
四
六

　
「
高
志
人
」
創
刊
号
奥
付
に
は
、〈
昭
和
十
一
年
九
月
十
七
日
印
刷

納
本
／
昭
和
十
一
年
九
月
二
十
日
発
行
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本

書
簡
に
よ
れ
ば
十
五
日
に
刷
り
上
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
十
六
日
午

後
七
時
か
ら
富
山
電
気
ビ
ル
四
階
で
発
刊
記
念
会
が
開
催
さ
れ
、
川

崎
ほ
か
五
十
数
名
が
参
加
し
た
。
四
七

川
崎
順
二
樣�

翁
久
允

　
　
　
　
　
　
九
月
十
四
日
、

拜
啓
、

昨
日
わ
ざ
く
御
越
し
下
さ
れ
た
由
、
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。
一

日
、
史
蹟
調
査
會
員
と
行
を
共
に
し
ま
し
た
。

雜
誌
ハ
明
日
出
來
ま
す
。

　
新
年
號
に
は
「
お
わ
ら
節
」
の
近
作
の
も
の
で
傑
作
、
逸
作

等
を
二
三
十
ば
か
り
掲
載
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
よ
い

も
の
が
あ
つ
た
ら
、
來
月
二
十
日
頃
ま
で
に
撰
し
て
お
く
つ
て

下
さ
る
や
う
御
願
致
し
ま
す
。

　
又
、
小
谷
君
に
、
オ
ワ
ラ
節
保
存
會
の
創
立
以
來
の
変
遷
と

回
顧
的
な
も
の
を
書
い
て
頂
く
や
う
、
御
願
致
し
ま
す
。

　
こ
の
間
の
會
の
人
達
に
は
み
ん
な
の
雜
誌
を
お
く
り
ま
し
た
。

　
千
部
刷
つ
た
の
で
、
も
は
や
殘
本
も
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。

同
志
の
人
が
あ
つ
た
ら
名
前
を
御
一
報
お
願
致
し
ま
す

匆
々

一
九
三
六
年
九
月
二
十
三
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
四
八

啓
上

　
昨
日
ハ
御
邪
魔
致
候　
御
迷
惑
の
こ
と
な
り
志し

と
存
ぜ
ら
れ

候
。
歸
富
早
々
山
田
［
昌
作
］
君
と
會
見
致
し
貴
下
の
御
考
慮

な
さ
る
ゝ
こ
と
申
さ
れ
志し

事
を
報
告
致
お
き
候　
詳
細
申
述
べ

候
通
り
の
事
に
て
甚
だ
御
迷
惑
と
存ぞ
ん
じ

候
へ
ど
も
こ
の
際
小
生
も

こ
れ
に
依よ

つ
て
活
路
を
展ひ
ら

き
度た
く
ぞ
ん
ね
ん

存
念
に
候
へ
ば　
何
卒
御
聲
援

の
意
味
に
て
御
参
加
被く
だ
さ
れ
た
く

下
度　
共
同
者
ハ
そ
れ
ぐ
懸
下
知
名

の
士
に
て
候
へ
ば 

小
生
と
し
て
は
こ
の
人
々
を
斯か

く
や
う
な

こ
と
絶
對
に
無こ
れ
な
し之

何
と
か
し
て
友
情
に
依
り
事
業
を
遂
行
致
す

決
心
に
有こ
れ
あ
り之

候

歸
京
を
延
バ
し
て
こ
の
事
に
沒
頭
致
し
お
る
次
第
に
候
へ
共ど
も

一
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日
も
早
く
御
配
慮
御
願ね
が
ひ
た
く度　
往
々
の
こ
と
に
て
貴
下
に
於
て
も

御
都
合
の
ほ
ど
如
何
か
と　
昨
日
以
來
寝
て
も
さ
め
て
も
思
ひ

つ
め
の
處
に
て
候　
貴
下
の
方
き
ま
れ
ば
一
日
も
早
く
歸
京
致

す
存
念
に
て
候　
改
め
て
御
伺
ひ
致
す
こ
と
禮
儀
に
候
へ
共ど
も
書

中
を
も
つ
て　
御
返
事
お
ま
ち
申
上
候

皆
々
樣
に
よ
ろ
し
く�

早
　々
　

�

不
備

　
　
九
月
二
十
三
日　
　

久
允

　
川
崎
樣

一
九
三
六
年
九
月
二
十
五
日　
翁
久
允
発　
川
崎
順
二
受
四
九

復御
芳
書
五
〇
相
受　

多
分
六む

つ
か
し
い
だ
ろ
う
と
云
ふ
印
象
を

も
つ
て
歸
り
ま
し
た
が　
と
に
か
く
他
の
人
々
に
も
話
す
関
係

と
書
面
を
も
つ
て
請
求
が
ま
し
く
申
上
げ　
誠
に
恐
入
り
申
候

　
か
く
承
れ
ば
何
と
も
申
上
や
う
も
無こ
れ
な
く之
御
迷
惑
相
か
け
志し

事

今
更
ら
心
苦
し
く
候　
就
い
て
は
こ
の
事
に
つ
い
て
ハ
全
然
は

な
し
の
な
か
つ
た
も
の
と
し
て
今
後
ハ
今
迄
と
変
ら
ぬ
御
友
情

を
御
願ね
が
ひ

い
た
し
度

と
か
く
斯
う
言
ふ
事
か
ら
折
角
の
交
情
も
こ
わ
れ
る
恐
有こ
れ
あ
り之
か

か
る
事
あ
つ
て
は
小
生
の
心
に
無こ
れ
な
き之
何
卒
御
推
察
御
願
申
上
げ

ま
す

小
生
ハ
三
十
日
頃
ま
で
一
段
落
を
つ
け
て
歸
京
い
た
し
十
一
月

下
旬
歸
富
可つ
か
ま
つ
る
べ
く仕

候そ
ら

へ
共ど
も　

小
谷
兄
に
十
月
中
旬
頃
ま
で
御
願ね
が
ひ

い

た
し
お
き
志し

原
稿
の
方
は
傳
へ
相あ
ひ
な
り
た
く

成
度
御
願
い
た
志し

ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
　々
　
不
備

九
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
允

　
川
崎
先
生　
　

一　
翁
は
、
郷
土
研
究
誌
「
高
志
人
」
を
創
刊
し
た
一
九
三
六
年
か

ら
四
五
年
三
月
ま
で
、
東
京
と
富
山
の
二
重
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

富
山
へ
の
疎
開
後
も
五
十
年
末
に
富
山
市
安
野
屋
町
の
住
居
に
定

住
す
る
ま
で
住
居
を
転
々
と
し
た
た
め
、
戦
前
戦
中
の
川
崎
か
ら

の
書
簡
を
紛
失
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
五
三
年
以
降
の
翁
発

川
崎
受
の
書
簡
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
お
わ
ら
歌
詞

審
査
な
ど
の
事
務
的
な
書
簡
が
別
途
保
管
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
調
査
の
必
要
あ
り
。

二　
富
山
県
民
謡
越
中
八
尾
お
わ
ら
保
存
会
は
、
二
〇
一
九
年
以
降
、

川
崎
順
二
が
残
し
た
書
簡
な
ど
の
画
像
化
を
進
め
て
い
る
。
資
料

編
纂
部
長
・
嘉
藤
稔
氏
よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
画
像
資
料
に
は
保

存
会
の
複
数
の
有
志
に
よ
る
翻
刻
も
附
さ
れ
て
お
り
、
有
難
く
参

照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
本
稿
で
の
文
責
は
全
て
須
田
満
に
あ

る
。

三　
同
館
小
林
加
代
子
学
芸
員
に
は
本
稿
関
連
の
多
数
の
画
像
資
料

の
提
供
を
い
た
だ
き
、
ま
た
静
岡
県
立
大
学
の
細
川
光
洋
教
授
に

は
翻
刻
の
校
閲
い
た
だ
き
謝
意
を
表
し
ま
す
。

四　
〔
お
わ
ら
資
料
館
：
お
︱
２ 

１
―
１
〕
封
筒
は
白
色
和
紙
た
て

長　

表
面
に
〈
富
山
縣
八
尾
町
／
川
崎
順
二
樣
〉
と
毛
筆　

切

手
は
大
日
本
帝
国
郵
便
参
銭
（
一
九
一
四
年
五
月
二
十
日
発
行
・

桜
花
唐
草
文
様
・
紅
色
）　
消
印
は
〈
東
京
中
央
／
4
・
8
・
21

／
后
６
―
７
〉
封
筒
裏
面
は
〈
東
京
市
丸
の
内
数
寄
屋
橋
河
畔
／

東
京
朝
日
新
聞
社
内
／
『
週
刊
朝
日
』
編
輯
部
／
電
話
丸
の
内

（
23
）一
三
一
／
一
四
一
代
表
番
號
〉と
印
刷　
住
所
の
右
横
に〈
翁

久
允
〉
と
毛
筆　
封
筒
左
上
に
〈
昭
和　
年　
月　
日
〉
と
印
刷

あ
る
が
日
付
は
未
記
入　
文
章
は
巻
紙
に
毛
筆　
な
お
本
稿
で
は

郵
便
料
金
な
ど
の
検
証
に
郵
政
省
編
『
日
本
郵
便
切
手
・
は
が
き

図
録
』（
吉
川
弘
文
堂 

一
九
七
一
）
を
参
照
し
た
。

五　
橋
爪
巨
籟
（
は
し
づ
め
・
き
ょ
ら
い 

一
八
八
七
〜
一
九
八
〇
）

本
名
頼
三
、八
尾
町
長
、
俳
人
。
大
正
十
四
年
、
金
沢
市
で
創
刊

さ
れ
た
俳
誌
「
辛
夷
」
の
発
行
所
を
八
尾
へ
移
し
、
昭
和
四
年
前

田
普
羅
に
渡
す
ま
で
主
宰
を
勤
め
た
。

六　
茶
封
筒
と
便
箋
二
枚
に
毛
筆　
大
日
本
帝
國
郵
便
の
参
銭
切
手

（
一
九
一
四
年
五
月
二
十
日
発
行
・
桜
花
唐
草
文
様
・
紅
色
）
消

印
は
〈
越
中
八
尾
／
5
・
1
・
23
／
后
0
―
12
〉
封
筒
表
面
に
〈
東

京
丸
の
内
數
寄
屋
／
橋
畔 

東
京
朝
日
新
聞
社
内
／
週
間
（
マ
マ
）

朝
日
編
輯
部
内
／
翁
久
允
様
〉、
封
筒
裏
面
（
封
じ
目
に
〈
緘
／

一
月
廿
三
日
／
富
山
縣
八
尾
町
／
川
崎
順
二
〉
と
毛
筆

七　
第
2
巻
第
1
号
、
通
巻
2
号
、 

pp.　
62
〜
63

八　
「
八
尾
小
唄
」〔
作
歌
翁
久
允　
作
曲
小
松
平
五
郎
〕
／
弘
田
龍

太
郎
・
藤
井
清
水
編
（
春
秋
社　
一
九
三
〇
年
一
月
十
日
）
pp.　
140
、

253
〜
254
）
楽
譜 

Ａ
4
縦
1
頁

九　
〔
お
わ
ら
資
料
館
：
お
―
２ 

１
―
２
〕
封
筒
は
白
色
和
紙
た
て

長　
表
面
に
〈
富
山
縣
婦
負
郡
／
八
尾
町
／
川
崎
順
二
樣
〉
と
毛

筆　
切
手
は
大
日
本
帝
国
郵
便
参
銭
（
桜
花
唐
草
文
様
・
紅
色
・

一
九
一
四
年
五
月
二
十
日
発
行
）　

消
印
は
〈
東
京
中
央
／
5
・

2
・
12
／
后
６
―
７
〉　

封
筒
裏
面
に
〈
東
京
市
外
目
黒
町
／
駒

場
九
〇
五
／
翁
久
允
／
二
月
十
二
日
〉
と
毛
筆　
　

一
〇　
八
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
北
陸
タ
イ
ム
ス
社
の
招
き
で
、

麻
生
豊
、
水
木
伸
一
、
藤
田
健
次
と
一
緒
に
富
山
県
を
訪
問
し
て
、

座
談
会
な
ど
に
参
加
し
た
。
竹
久
夢
二
と
直
木
三
十
五
も
参
加
の

予
定
だ
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
不
参
加
と
な
っ
た
。

一
一　
お
わ
ら
資
料
館
：
お
︱
２ 

4
―
12
〕
私
製
郵
便
は
が
き　
表

面
に
〈
富
山
縣
八
尾
町
／
川
崎
順
二
樣
〉
と
黒
ペ
ン
書
き　
切
手

は
大
日
本
帝
国
郵
便
壹
銭
五
厘
（
一
九
三
三
年
十
一
月
一
日
発
行

桜
花
唐
草
模
様
・
青
色
）
消
印
は
〈
大
崎
／
19
・
１
／
前
０
︱
８

／
〒
〉 

は
が
き
裏
面
に
本
文
が
印
刷

一
二　
翁
は
一
九
二
三
年
九
月
よ
り
東
京
府
荏
原
郡
駒
場
（
現
・
目

黒
区
）
に
居
を
構
え
た
が
、
三
二
年
六
月
庭
の
一
部
に
東
京
郊
外

鉄
道
（
現
・
井
の
頭
線
）
が
開
通
の
た
め
現
・
品
川
区
中
延
に
転

居
し
、
三
四
年
九
月
に
大
森
区
鵜
ノ
木
（
現
・
大
田
区
）
の
新
居

に
引
越
す
ま
で
居
住
し
た
。
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一
三　

官
製
は
が
き　

表
面
に
〈
富
山
縣
八
尾
町
／
川
崎
順
二
樣

／
東
京
市
大
森
区
調
布
鵜
ノ
木
／
二
〇
九
／
翁
久
允
〉
と
ブ
ル

ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
書　

日
本
郵
便
壹
銭
五
厘
の
通
常
は
が
き

（
一
九
三
三
年
二
月
十
五
日
発
行
・
楠
公
銅
像
に
菊
花
紋
章
・
青
緑
）

消
印
は
〈
京
橋
／
10
／
7
・
10
／
后
４
︱
８
〉
裏
面
は
同
イ
ン
ク
書

一
四　
随
想
集
『
今
日
の
印
度
』（
改
造
社 

一
九
三
三
）、『
印
度
佛

跡
を
観
る
』（
大
東
出
版
社 

一
九
三
三
）

一
五　
封
筒
は
薄
茶
色
の
和
紙
た
て
長　
表
面
に
〈
富
山
縣
婦
負
郡

八
尾
町
／
川
崎
順
二
先
生
〉
と
毛
筆　
切
手
は
大
日
本
帝
国
郵
便

参
銭
（
一
九
三
三
年
十
一
月
一
日
発
行
・
桜
花
唐
草
文
様
・
紅

色
）　
消
印
〈
蒲
田
／
10
・
12
・
15
／
后
０
―
４
〉　
裏
面
は
封
じ

目
に
〈
〆
〉
そ
の
下
中
央
に
〈
東
京
市
大
森
区
調
布
／
鵜
ノ
木

二
〇
九
／
翁
久
允
〉
と
毛
筆

一
六　
長
谷
川
弘
「
翁
久
允
先
生
を
偲
ぶ
」（「
高
志
人
」
39
巻
終
刊

号 

pp.　
98
〜
99
）〈
私
が
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
昭
和
十
年
の
秋
、

先
生
が
飛
騨
路
か
ら
富
山
入
り
さ
れ
た
第
一
歩
を
八
尾
に
求
め
ら

れ
た
の
で
、
同
人
の
木
村
彦
蔵
さ
ん
と
二
人
で
お
世
話
申
し
上

げ
、
当
時
婦
人
会
経
営
の
託
児
所
で
、
講
演
会
を
開
い
た
時
で
し

た
。
そ
し
て
記
念
に
と
、
墨
痕
鮮
か
に
『
和
韻
清
風
』
と
扁
額
を

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
扁
額
が
今
も
八
尾
保
育
園
に
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
［
…
］〉

一
七　
（
一
八
八
八
〜
一
九
五
一
） 

熊
野
・
宮
川
・
八
尾
小
学
校
校
長
、

四
七
年
初
の
地
方
首
長
選
挙
で
婦
負
郡
宮
川
村
長
に
当
選

一
八　
（
一
八
九
八
〜
一
九
六
八
）
元
婦
負
郡
杉
原
中
学
校
長
。
退

官
後
一
九
五
四
年
夏
か
ら
翌
年
夏
ま
で
、
高
志
人
社
の
手
伝
い
を

し
た
。
松
井
兵
英
氏
か
ら
の
情
報
で
木
村
が
自
費
出
版
し
た
『
國

民
指
導
要
路
の
御
方
へ
』（
八
尾
町
宮
田
印
刷
所　

一
九
三
三
）

が
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
同
書
の
謹
呈
の
中
に
〈
幸
ひ
に
も
、
翁
久
允

先
生
が
、
本
稿
を
一
讀
し
て
下
さ
つ
て
。「
大
體
に
於
い
て
眞
面

目
な
、
溫
厚
な
考
へ
で
あ
る
」
と
評
し
て
下
さ
つ
た
の
で
、
こ
れ

に
力
を
得
、
若
干
部
印
刷
し
、
日
頃
、
敬
慕
す
る
先
生
の
御
批
評

が
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。〉
と
あ
る
。

一
九　
（
一
八
六
〇
〜
一
九
四
九
）
八
尾
小
学
校
訓
導
、
室
牧
小
学

校
長
な
ど
を
歴
任
、
教
材
教
具
を
創
作
し
、
郷
土
読
本
編
纂
委
員

と
し
て
も
活
躍
し
た
。

二
〇　
（
八
尾
町
・
松
六
商
店 

一
九
二
七
）

二
一　
翁
久
允
「
城
端
に
ゆ
く
（
随
筆
）
鄕
土
硏
究
の
發
端
」（「
高

志
人
」
3
巻
4
号 

pp.
２
︱
10
）

二
二　
は
せ
が
わ
・
し
ん
（
一
八
八
四
〜
一
九
六
三
）
本
名
伸
二
郎
。

　

小
説
家
劇
作
家
で
戯
曲
『
一
本
刀
土
俵
入
』（
中
央
公
論
社 

一
九
三
一
）の
作
者
。四
二
年
九
月
一
日
に
、土は

じ師
清せ
い
二じ（
一
八
九
三

～
一
九
七
七
）、
本も
と
や
ま
て
き

山
荻
舟し
ゅ
う

（
一
八
八
一
～
一
九
五
八
）、
梶
野

悳と
く
ぞ
う三

（
一
九
〇
一
～
一
九
八
四
）、
森
健
二
（
筆
名
：
穂
積
驚み
は
る　

一
八
八
四
～
一
九
六
三
）
の
「
風
の
盆
」
と
一
緒
に
風
の
盆
を
鑑

賞
す
。
翌
日
一
行
は
八
尾
国
民
学
校
に
て
講
演
。「
高
志
人
」
７

巻
10
月
号
に
以
下
随
筆
や
講
演
の
抜
粋
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
長

谷
川
伸
「
小
原
節
と
『
一
本
刀
土
俵
入
』」「
お
前
の
首
を
」「
俚

謡
（
旧
作
、
色
紙
に
揮
毫
）」、
土
師
清
二
「
風
の
盆
紀
行
」「
山

本
五
十
六
大
将
の
話
」、
本
山
荻
舟
「
ズ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
」、
森

健
二
「
風
の
盆
を
見
て
」、
梶
尾
悳
三
「
和
倉
、
八
尾
、
金
沢
、

大
岩
」。
四
十
三
年
の
「
郷
土
民
謡
お
わ
ら
貸
し
募
集
」
で
は
、

西
條
八
十
（
一
八
九
二
～
一
九
七
〇
）、
長
谷
川
伸
、
土
師
清
二
、

本
山
荻
舟
、
翁
久
允
が
選
者
に
な
っ
て
い
る
。
翁
は
「
長
谷
川
伸

を
憶
う
」
を
「
北
日
本
新
聞
」（
六
三
年
六
月
三
日
夕
刊
）
に
掲

載
し
、「
過
去
帳
」（「
高
志
人
」
28
巻
８
月
号
）
に
思
い
出
を
記

し
て
い
る
。

二
三　
高
志
の
国
文
学
館
〔
翁
２
作
業 

No.　
484
〕
塵
入
和
紙
封
筒
に

塵
入
和
紙
便
箋
［
塵
入
和
紙
で
左
下
に
〈
壺
中
庵
用
箋
〉
と
薄
茶

で
印
刷
］
二
枚　
切
手
は
大
日
本
帝
国
郵
便
参
銭
（
桜
花
唐
草
文

様
・
紅
色
・
一
九
三
三
年
十
一
月
一
日
発
行
）　
消
印
は
〈
富
山
・

八
尾
／
11
・ 

5
・
2
／
后
0
︱
4
〉
封
筒
表
面
（
毛
筆
）
東
京
大

森
鵜
ノ
木
／
二
〇
九
／
翁
久
允
先
生
〉封
筒
裏
面（
毛
筆
）〈
緘（
封

筒
の
封
字
）
／
五
月
一
日
／
越
中
八
尾  

川
崎
順
二
〉

二
四　
〔
お
わ
ら
資
料
館
：
お
︱
２　
４
―
２
〕
日
本
郵
便
壹
銭
五
厘

の
通
常
は
が
き
（
一
九
三
三
年
二
月
十
五
日
発
行
・
楠
公
銅
像
に

菊
花
紋
章・青
緑
）
消
印
は
〈
日
本
橋
／
11
／
8・13
／
后
０
︱
４
〉

表
面
に
〈
富
山
縣
八
尾
町
／
川
崎
順
二
樣
／
至
急
／
東
京
市
大
森

区
／
鵜
ノ
木
二
〇
九
／
翁
久
允
〉
と
裏
面
の
文
章
は
ブ
ル
ー
ブ
ラ

ッ
ク
イ
ン
ク
書

二
五　
趣
意
書〈
郷
土
研
究
雑
誌「
高
志
人
」発
刊
に
つ
い
て
〉を「
県

下
の
有
志
約
二
百
人
ば
か
り
の
方
々
と
東
京
其
他
の
私
の
少
数
の

友
人
に
送
つ
た
の
は
七
月
下
旬
で
し
た
。」（「
高
志
人
」
1
巻
1

号 

pp.　
37
〜
48
）

二
六　
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
三
） 

詩
人
、
三
七
年
一
月
七
日
に
福

田
正
夫
、
吉
澤
独
陽
と
八
尾
を
訪
問
。（「
高
志
人
」
２
巻
３
号 

p.　
19
）

二
七　
〔
お
わ
ら
資
料
館
：
お
︱
２　
１
―
３
〕
封
筒
は
、
白
色
和
紙

た
て
長　
表
面
に
毛
筆
で
〈
富
山
縣
八
尾
町
／
川
崎
順
二
樣
〉
切

手
は
大
日
本
帝
国
郵
便
壹
銭
五
厘
二
枚
（
桜
花
唐
草
模
様
・
淡
青

色
・
一
九
三
三
年
十
一
月
一
日
発
行
）
二
枚　
裏
面
に
〈
東
京
、

大
森
区
／
鵜
ノ
木
／
翁
久
允
／
〉
と
毛
筆　

消
印
は
〈
目
□
／

11
・
8
・
21
／
后
０
―
４
〉
緑
色
で
〈
翁
久
允
用
箋
〉
と
印
刷
さ

れ
た
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
に
黒
ペ
ン
書
。

二
八　
佐
藤
惣
之
助
ら
の
八
尾
訪
問
に
関
す
る
川
崎
発
翁
受
け
の
書

簡
は
未
見

二
九　
翁
久
允
の
弟
で
医
師
の
久
二
（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
七
）

三
〇　
中
新
川
郡
に
あ
っ
た
村
、
現
・
上
市
町
。「
週
刊
朝
日
」
編

集
で
翁
を
手
伝
っ
た
四
ツ
橋
銀
太
郎
（
一
九
〇
四
〜
一
九
七
五
）

の
生
地

三
一　
（
一
八
八
五
〜
一
九
五
〇
）
上
新
川
郡
教
育
会
長
、
富
山
県

会
議
員

三
二　
（
一
八
六
四
〜
一
九
三
六
）〈
創
刊
號
の
題
字
を
立
山
麓
に
頑

ん
張
つ
て
、
常
に
虹
の
や
う
な
氣
を
吐
い
て
お
ら
れ
た
七
十
二
峰

山
史
金
山
從
革
翁
を
煩
は
し
た
。 

そ
の
「
高
志
人
」
の
紀
念
す

可
き
第
一
回
の
執
筆
者
だ
つ
た
縣
下
の
大
長
老
は
第
二
號
で
あ
つ
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コ
ラ
ム

た
新
年
號
の
出
來
あ
が
つ
た
日
に
溘
然
と
し
て
幽
界
に
旅
だ
ゝ

れ
た
。
そ
し
て
あ
の
銳
さ
を
も
つ
た
題
字
が
遂
に
絶
筆
と
な
つ

た
。
わ
が
社
は
心
か
ら
な
る
哀
悼
の
情
を
こ
め
て
第
三
號
た
る
二

月
號
を
靈
界
の
か
な
た
に
相
變
ら
ず
颯
爽
と
し
て
氣
を
吐
い
て
お

ら
る
ゝ
だ
ら
う
と
こ
ろ
の
金
山
翁
に
捧
ぐ
る
次
第
で
あ
る
。〉
Ｏ

生
（「
高
志
人
」
２
巻
２
号
p.　
78
）

三
三　
（
一
八
七
八
〜
一
九
四
四
） 

俳
人
、
高
志
吟
社
句
会
に
参
加

三
四　
（
一
八
八
四
〜
一
九
五
四
） 

俳
人
、「
辛
夷
」
選
者

三
五　
（
一
八
八
六
〜
一
九
四
二
） 

医
師 

翁
の
富
山
中
学
校
寄
宿

舎
以
来
の
友
人
、
夭
折
し
た
詩
人
・
千
石
喜
久
（
一
九
〇
〇
〜

一
九
三
〇
）
の
支
援
者

三
六　
（
一
九
〇
二
〜
一
九
七
一
）
本
名
：
恵
太
郎 

詩
人
、
甚
六
会
員

三
七　
（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
四
） 

本
名
：
正
雄 
版
画
家
、
甚
六
会
員

三
八　
（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
三
） 

日
本
海
電
気（
株
）社
長
、
翁
の
富

山
中
学
校
の
同
級
生
で
親
友
、「
高
志
人
」
の
最
大
の
支
援
者

三
九　
（
生
年
不
詳
〜
一
九
三
七
）「
高
志
人
」
創
刊
号
か
ら
２
巻
11

号
ま
で
の
発
行
名
義
人
（
編
輯
兼
発
行
印
刷
人
）
を
務
め
た
。
富

山
中
学
校
か
ら
早
稲
田
へ
、
薬
学
専
門
学
校
を
中
退
し
て
、
新
愛
知
、

大
阪
朝
日
、
銀
座
新
聞
を
経
て
、
北
陸
日
日
新
聞
社
入
社
。
大
阪

朝
日
時
代
に
翁
と
知
り
合
う
。
著
書
『
吐
芳
庵
漫
語 

高
井
三
郎
随

筆
集
』（
高
志
書
房 

一
九
三
七
）
に
は
、
翁
は
「
脱
線
男
・
高
井
三

郎
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
Ｏ
生
「
高
志
人
」
２
巻
２
号
p.　
78

四
〇　
（
一
八
九
五
〜
一
九
六
五
） 

富
山
法
曹
界
の
草
分
け
高
井
晋

平
の
息
子
で
、
高
井
三
郎
の
兄

四
一　
〔
お
わ
ら
資
料
館
：
お
︱
２ 

４
―
３
〕
郵
便
は
が
き　
表
面
に

〈
婦
負
郡 

八
尾
町
／
川
崎
順
二
樣
／
富
山
市
総
曲
輪
二
五
八
／
高

志
人
社
／
翁
久
允
〉
と
書
面
に
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
書　
日

本
郵
便
壹
銭
五
厘
の
通
常
は
が
き
（
楠
公
銅
像
に
菊
花
紋
章
・
青

緑
一
九
三
三
年
二
月
十
五
日
発
行
） 

消
印
は
〈
□
富
山
□
／ 

11
・

8
・
26
／
上
三
〉

四
二　
お
わ
ら
資
料
館
：
お
︱
２ 

１
―
４
〕 

封
筒
及
び
手
紙
の
画
像

な
し 

、
手
書
き
翻
刻
の
情
報
に
須
田
満
が
訂
正

四
三　
「
高
志
人
」
創
刊
号
p.　
14

四
四　
「
高
志
人
」
創
刊
号
pp.　
11
〜
14

四
五　
11
月
号
（
５
巻
７
号 

pp.　
16
〜
17
）

四
六　
〔
お
わ
ら
資
料
館
：
お
︱
２ 

１
―
５
〕
封
筒
は
白
色
た
て
長　

表
面
に
毛
筆
で
〈
婦
負
郡 

八
尾
町
／
川
崎
順
二
先
生
〉
切
手
は
剥

が
れ　
消
印
は
〈
□
□
／
11
・
9
・
14
／
后
４
―
８
〉
裏
面
の
封
じ

目
に
〈
〆
〉
下
中
央
に
〈
富
山
、
私
書
函
三
一
／
翁
久
允
〉
と
毛

筆　
文
章
は
、
緑
色
で
印
刷
さ
れ
た
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
に

黒
ペ
ン
書
。

四
七　
「
北
陸
日
日
新
聞
」
９
月
17
日
夕
刊
２
面
、「
富
山
日
報
」
９

月
18
日
夕
刊
２
面

四
八　
〔
お
わ
ら
資
料
館
：
お
︱
２ 

１
―
６
〕
封
筒
白
色
た
て
長　

表
面
に
毛
筆
で
〈
婦
負
郡 

八
尾
町
／
川
崎
順
二
様
〉　
切
手
は
大

日
本
帝
国
郵
便
参
銭
（
桜
花
唐
草
文
様
・
紅
色
・
一
九
三
三
年

十
一
月
一
日
発
行
）　

消
印
は
〈
富
山
／
11
・
9
・
23
／
后
4
︱

8
〉
裏
面
の
封
じ
目
に
〈
〆
〉
下
中
央
に
〈
富
山
市
郵
便
局
三
一

文
芸
人
に
よ
る
お
わ
ら
の
合
作
掛
軸　

　
お
わ
ら
こ
こ
ろ
は
ゆ
か
た
で
し
れ
る　
　
　
久
允

　
い
と
し
こ
こ
ろ
は
藍
た
め
て　
　
　
　
　
　
み
ち
子

　
八
尾
み
ど
り
の
五
月
晴　
　
　
　
　
　
　
　
柳
虹

　
吹
く
風
咲
く
花
お
わ
ら
の
こ
こ
ろ　
　
　
　
佐
藤
惣
之
助

　
　
　
　
昭
和
十
四
年　
　
八
尾
壷
中
庵
に
て
合
作

　
翁
久
允
（
小
説
家
・
編
集
者
）、
横
山
美
智
子
（
童
話
作
家
）、
川

路
柳
虹
（
詩
人
）、
佐
藤
惣
之
助
（
詩
人
）
が
、
昭
和
十
四
年
五
月
、

川
崎
順
二
の
文
化
サ
ロ
ン
「
壷
中
庵
」
で
合
作
し
た
、
共
感
に
満
ち

た
味
わ
い
深
い
掛
軸
が
「
お
わ
ら
資
料
館
」
に
遺
さ
れ
て
い
る
。

�

（
木
下　
晶
）

／
翁
久
允
〉
と
毛
筆　
文
書
は
巻
紙
に
毛
筆
。

四
九　
〔
お
わ
ら
資
料
館
：
お
︱
２ 

１
―
７
〕
封
筒
は
白
色
た
て
長　

表
面
は
毛
筆
で
〈
婦
負
郡 

八
尾
町
／
川
崎
順
二
様
〉
切
手
は
大
日

本
帝
国
郵
便
参
銭
（
桜
花
唐
草
文
様
・
紅
色
・
一
九
三
三
年
十
一
月

一
日
発
行
）
消
印
は
〈
富
山
／
11
・
9
・
25
／
后
４
―
８
〉　
裏
面

は
封
じ
目
に
〈
〆
〉
下
中
央
に
〈
富
山
／
翁
久
允
〉
と
毛
筆　
文

章
は
巻
紙
に
毛
筆

五
〇　
川
崎
発
翁
受
け
の
本
書
簡
は
未
見

（
す
だ
・
み
つ
る
）
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